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住民自治協議会設立に向けて

東西条地区住民自治協議会設立準備会 会長 横山 高嶺
安芸国分寺があり、盆踊 りにも唄われる旧山陽道沿いの古跡がある私たちのまち、ワーク

ショップは私たちの暮らすこの地域の価値の再発見でした。長年住んでいると、自分たちの

住んでいるまちの価値に案外気づかないものだとわかりました。

また、交通網も吉行飯田線の工事も進み、西条中央巡回線の工事も 9月 から地域の皆様の

命名 した原比新橋の橋梁工事が始まり、来年 3月 には完成予定です。三永線が完成すれば交

通面では随分よくなります。

これからは、市民協働のまちづくりとして、それぞれの分野で課題解決のための実践活動

への組織作 りです。吉土実公園 (7月 31日 に正式に公園になりました)の こと、中川の河

川敷の草刈清掃、美化活動などもいつしょに考えましょう。

先進地視察こ第3ロワークショッ7を実施しきした r
準備会では、6月 25日 (月 )に、高陽まちづくり塾(安佐
北区)と東観音台自治会連含会(佐伯区)を視察しました。高陽

まちづくり塾では、学生や若者を巻き込んだワークショップ

の成功例を学び、今後のまちづくり計画作成や自治協議会設

立後のワークショップ実施等の参考になりました。また、東

観音台自治会連合会では、組織構成や運営方法のほか、便利

バスの運行やカフェ運営など地域の力を生かした生活利便性

の向上方法を学び、活動方針や新規事業の開拓に生かしてい

<所存です。

視察研修の様子 (東観音台自治会連合会)

第 3回 ワークショップの様子

7月 5日 (木)には、第3回ワークシ∃ップを開催しました。

これまでの2回のワークショップでは、地域の課題・強みと

課題解決のアイディアについて話し合つてきました (準備会

だより第4号参照)。 今回は、課題解決のアイデイアを実際に

実行に移す計画について話し合いました。詳細は次ページ以

降をご寛ください。これらの結果をもとに、今後は地域の1薔

来像を描くまちづ<り計画の策定を行います。
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【お知らせ】

来 年 度 以 降 の 広 報 紙 等 の 配 布 方 法 に つ い

これまで、『広報束広島』など市からの刊行物は、区長さんや班長さんが配つてくださつていましたが、来年

″″うら、東″条Zどでlま、市が業者を通 じて配布ナろボツティン な 変 クま九

来年度以降の広報紙等の配り方は、①自治協議会による配布 ②業者委託 (ポスティング)の どちらかを自治協
議会単位で選択することになつていました。全戸配布 (自治会未加入者や店舗など全てに配る)になることや、業

者委託の場合、配布経費が交付金から減額されることなどの諸要件を踏まえ、各区長との協議や区長会での意見

集約等を経て、最終的に役員会で協議し、次のような理由を鑑みて、業者委託という結論を出しました。

①全戸配布によつて、これまでよりも配布数が 2～3割増加することになる。自治協議会で配布する場合は、各

区が事業所やアパー ト等の戸数を全て把握し、新たに配布担当者を割り振る必要があるが、困難である。

②配布に伴う物理的な負担が軽減される。とりわけ高齢者の多い区にとって、毎月配り物がある区長の任は負担

であり、事故の可能性もある。また、月によつては 500冊以上配り物が送られてくる区もある。

③配布数の変更の連絡や配布経路の構築、「広報紙が届いていない !」 という苦情への対応等の事務が無い。

④毎月各戸に速やかに確実に届く。

一方で、多くの区長さんから、「毎月、広報紙を届けて声を交わすことも、大切な見守りで地域のつながりで

ある」というご指摘をいただきました。「手渡すこと」が果たしてきた効果を踏まえたうえで、地域内のコミュ

ニケーションが薄れることが無いよう、自治協議会の事業の充実を推進いたします。また、将来的に、地域が一

体となつて上記の課題を克服できれば、自治協議会による配布も再度検討して参りたいと思います。

これにより、来年度から区長さんは、市からの広報紙等あ配布作業が無くなりますが、西暖錫″ム 大 男な

月瀦晴澤J野として残 クまブlまた、学校だよりや協議会の発行物等につきましては、配布のお手伝いをお願い

することがございますので、回覧板等の活用を通して、引き続きご協力をよろしくお願いいたします。
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患島孝地こ仁氏白鰺協議会まユ手銭会のHPを 同ま t‡ tた 。
準備会では、ひがしひろしまし市民活動情報サイ ト内に準備会のホームページを開設 しました

Qttp:メLigashihiroshiIIla.genki365。net/gnkh12/1nypage/indexophp?gid=G0000158)。

本サイ トには、準備会の基本情報や活動報告のほか、準備会だよりのバックナンバーも掲載しています。

準備会だより第 4号をご覧でない方は、ご一読いただけば、本号の内容がいつそうご理解いただけると思

います。これからも、ますます充実した内容をお届けいたします。今後とも、どうぞよろしくお願いいた

します。 東西条地区住民自治協議会設立準備会 事務局


